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研究成果の概要 

骨形成性細胞への活性化効果を示すと報告されるシリコン種イオンに着目し、同イオン徐放機能を
付与する生体材料開発を中心に進めた。シロキサン含有炭酸カルシウム（バテライト）を生分解性ポリ
マーであるポリ乳酸に分散させた複合体を作製した。これをエレクトロスピニング法を用いて不織布型
材料に成形することを試みた。作製された不織布型材料は、細胞培養用培地中にてシリコン種イオン
を徐放し続け、細胞培養試験により良好な細胞親和性をもつことがわかった。さらに骨芽細胞様細胞
の分化を活性化させる効果を示した。この不織布型材料について、立体化に成形したり、生体活性表
面を構築するために金属やセラミックス基板上へコーティングしたり、応用分野の拡大を図った。 
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春日敏宏、小幡亜希子

 

、山田真也、脇田剛誌 

日本金属学会２０１０年春期（第１４６回）大会、つくば（筑波大学）、2010.3.28-30 

48. シロキサン含有バテライト／ポリ乳酸ハイブリッド骨修復材料の作製,  

中村 仁、小幡亜希子

第５５回日本歯科理工学会学術講演会、東京（タワーホール船堀）、2010.4.17-18 

、春日敏宏、伴 清治,  

 

49. RF マグネトロンスパッタリング法によるチタン上への Ca-P-Na-Ti-Si-O 系薄膜の作製と評価,玉手聡一郎、 

上田恭介、後藤 孝、春日敏宏、小幡亜希子

軽金属学会第１１８回春期大会、吹田（関西大学千里山キャンパス）、2010.5.22-23 

、成島尚之,  

 

50. チタンへの生体活性ハイブリッド材料コーティング,  

春日敏宏、小幡亜希子

日本バイオマテリアル学会東北地域講演会・東北大学金属材料研究所共同研究ワークショップ「金属系バイオマ

テリアルの力学的および生物学的生体機能性の付与‐骨機能再建・再生マテリアルの創製に向けて‐」、仙台（東

北大学金属材料研究所講堂）、2010.8.30-31 

、新家光雄、仲井正昭,  

 

51. ケイ酸イオン徐放機能を有した炭酸カルシウム／ポリ乳酸マイクロビーズの作製,  

春日敏宏、中村 仁、小幡亜希子

日本金属学会２０１０年秋期（第１４７回）大会、北海道（北海道大学）2010.9.25-27 

,  

 

52. RF マグネトロンスパッタリング法により作製した Ca-P-Na-Ti-Si-O 系薄膜の生体外評価,  

玉手聡一郎、上田恭介、後藤 孝、小幡亜希子

日本金属学会２０１０年秋期（第１４７回）大会、北海道（北海道大学）2010.9.25-27 

、春日敏宏、成島尚之,  

 

53. 低出力炭酸ガスレーザー照射により溶融可能なリン酸塩ガラスの作製,  

坪井駿一郎、小幡亜希子

第２０回無機リン化学討論会、仙台（東北大学青葉記念会館４階大研修室）、2010.10.7-8 

、春日敏宏、新谷明喜,  

 



54. カルシウム・ケイ酸イオン徐放型骨修復材料の作製,  

中村 仁、小幡亜希子

第５６回日本歯科理工学会学術講演会、岐阜（長良川国際会議場）、2010.10.9-10 

、春日敏宏、伴 清治,  

 

55. Biodegradable Materials Releasing Silicon and Calcium Species for Bone Reconstruction,  

小幡亜希子

若手研究イノベータ養成センター「ライフサイエンス分野シンポジウム」、名古屋（名古屋工業大学講堂会議室）

2010.10.15 

,  

 

56. カルシウム・シリコン徐放機能を付与した生分解性無機・有機複合体の作製,  

小幡亜希子

第３２回日本バイオマテリアル学会大会、広島（グランドプリンスホテル広島）2010.11.29-30 

、春日敏宏、Julian R Jones,  

 

57. カルシウム・シリコン含有ポリグルタミン酸系複合体の作製,  

小幡亜希子

第１４回生体関連セラミックス討論会、京都（京都テルサ東館２階セミナー室）2010.12.3 

、春日敏宏、Julian R Jones,  

 

58. シロキサン含有バテライト／ポリ乳酸複合体マイクロビーズのイオン徐放挙動,  

中村 仁、小幡亜希子

第１４回生体関連セラミックス討論会、京都（京都テルサ東館２階セミナー室）2010.12.3 

、春日敏宏,  

 

59.骨再生誘導膜への応用を目的としたシロキサン・ポリ乳酸・バテライト複合膜のイオン溶出能および分解性,  

脇田剛誌、太田義夫、小幡亜希子

平成２２年度日本セラミックス協会東海支部学術研究発表会、名古屋（名城大学天白キャンパス）、2010.12.18 

、春日敏宏,  

 

60. ポリマーを用いたジルコニアへの生体活性コーティング,  

向後雄太、小幡亜希子

平成２２年度日本セラミックス協会東海支部学術研究発表会、名古屋（名城大学天白キャンパス）、2010.12.18 

、春日敏宏, 

 

61. 低出力炭酸ガスレーザー照射で溶融するリン酸カルシウムガラスの作製,  

坪井駿一郎、小幡亜希子

平成２２年度日本セラミックス協会東海支部学術研究発表会、名古屋（名城大学天白キャンパス）、2010.12.18 

、春日敏宏、新谷明喜,  

 

62. シロキサン含有バテライト粒子の溶解挙動,  

中村 仁、小幡亜希子

日本セラミックス協会２０１１年年会, 静岡（静岡大学）、2011.3.16-18 

、春日敏宏,  

 

63. ポリ乳酸系複合膜へのイモゴライトコーティング,  

向後雄太、小幡亜希子

日本セラミックス協会２０１１年年会, 静岡（静岡大学）、2011.3.16-18 

、犬飼恵一、加藤且也、春日敏宏,  

 

64. Influence of strontium-substitution on structure of bioactive glasses and their crystallized glasses,  

Kie Fujikura

日本セラミックス協会２０１１年年会, 静岡（静岡大学）、2011.3.16-18 

, Natalia Karpukhina, Robert V Law, Robert Hill, Toshihiro Kasuga,  

 

65. シロキサン含有炭酸カルシウム粒子のイオン徐放挙動,  

中村 仁、小幡亜希子

日本金属学会２０１１年春期（第１４８回）大会、東京（東京都市大学）、2010.9.25-27 

、春日敏宏,  

 

66. 炭酸カルシウム・ポリグルタミン酸系複合体の作製,  

小幡亜希子

日本金属学会２０１１年春期（第１４８回）大会、東京（東京都市大学）、2010.9.25-27 

、春日敏宏、Julian R Jones,  

 

67. Nb2O5 含有リン酸カルシウムインバートガラスの作製,  

宮島智洋、小幡亜希子

日本金属学会２０１１年春期（第１４８回）大会、東京（東京都市大学）、2010.9.25-27 

、春日敏宏,  

 

68. 焦点接着部位への独立した力学刺激負荷を目指した磁気駆動式マイクロピラーデバイスの開発， 

長山和亮

第 49 回日本生体医工学会大会: 2010.06.25-27: 大阪 【シンポジウム "細胞解析技術の発展とデバイス応用" 

，浜田保弘，松本健郎， 



依頼講演】 

 

69. 弾性率勾配を有する基板上の細胞挙動観察， 

中川峻，長山和亮

日本機械学会 2010 年度年次大会: 2010.09.06-08: 名古屋 

，松本健郎， 

 

70. 円周方向引張負荷に伴うブタ胸大動脈壁内微視的変形挙動の観察， 

宇野洋平，長山和亮

日本機械学会 2010 年度年次大会: 2010.09.06-08: 名古屋 

，松本健郎， 

 

71. 培養血管平滑筋細胞の巨視的引張負荷･除荷に伴う細胞内張力変化のその場計測， 

長山和亮

日本機械学会 2010 年度年次大会: 2010.09.06-08: 名古屋 

，足立明史，松本健郎， 

 

72. ストレスファイバのレーザ切断に伴う細胞内構成要素変形挙動のその場観察， 

八尋勇樹，長山和亮

第 21 回日本機械学会 バイオフロンティア講演会: 2010.11.12-13: 金沢 

，松本健郎， 

 

73. Cellular responses to mechanical stimulation from the substrate: Examples and mechanical analysis，

Matsumoto T, Matsui N, Ishiguro M, Atsumi Y, Nagayama K

Biochemistry and Molecular Biology 2010 (第 33 回日本分子生物学会年会): 2010.12.09: 神戸 

,  

 

74. ゲル基板上における HeLa 細胞の焦点接着斑挙動のリアルタイム観察， 

松井則裕，長山和亮

日本機械学会 第 23 回バイオエンジニアリング講演会: 2011.01.08-09: 熊本 

，松本健郎， 

 

75. 血管内皮細胞の流れ負荷に伴う変形の量子ドットを用いた局所計測の試み， 

大脇靖史，長山和亮

第 23 回バイオエンジニアリング講演会: 2011.01.08-09: 熊本 

，松本明郎，松本健郎，日本機械学会  

 

76. カフによる血圧測定が血管壁の力学応答に与える影響， 

黒川貴博，長山和亮

第 23 回バイオエンジニアリング講演会: 2011.01.08-09: 熊本 

，益田博之，松本健郎，日本機械学会  

 

77. 磁気駆動式マイクロピラーデバイスを用いた細胞焦点接着部位への力学刺激負荷， 

長山和亮

第 23 回バイオエンジニアリング講演会: 2011.01.08-09: 熊本 

，浜田保弘，井上卓哉，松本健郎，日本機械学会  

 

78. チャネル構造を有するタンパク質の設計とリガンド結合能の評価,  

右近卓也、水野稔久

第７４回日本生化学会中部支部、2010 年 5 月 29 日（名古屋） 

、出羽毅久、南後守、田中俊樹、 

 

79. モデルタンパク質を用いた光合成アンテナ系複合体の基板上への組織化、 

酒井俊亮、中川勝統、中島彩乃、出羽毅久、飯田浩史、藤井律子、橋本秀樹、水野稔久

生体機能関連化学部会若手の会サマースクール 2010、2010 年 7 月 16 日（三重） 

、田中俊樹、南後 守、 

 

80. 光合成細菌のアンテナ系タンパク質色素複合体の再構成；カロテノイド色素の機能評価、 

中川 勝統、酒井 俊亮、中島 彩乃、飯田 浩史、橋本 秀樹、水野 稔久

第 20 回バイオ・高分子シンポジウム、2010 年 7 月 28 日（東京） 

、出羽 毅久、森井 孝、南後 守、 

 

81. 光合成アンテナ系モデルタンパク質/色素複合体の再構成と基板上への組織化、 

酒井 俊亮、中島 彩乃、中川 勝統、出羽 毅久、飯田 浩史、藤井 律子・橋本 秀樹、水野 稔久

第 20 回バイオ・高分子シンポジウム、2010 年 7 月 29 日（東京） 

、田中 俊樹、

南後守、 

 

82. pH 応答機能を有する標的選択的リポソーム膜融合系、 

柏田 歩・坪井 茉奈、水野 稔久

第 20 回バイオ・高分子シンポジウム、2010 年 7 月 29 日（東京） 

、長崎健、松田 清美、 

 

83. チャネル構造を有する設計蛋白質の構築と機能評価、 



右近卓也、水野稔久

第５９回高分子討論会、2010 年 9 月 16 日（札幌） 

、杉安和憲、竹内正之、出羽毅久、南後守、田中俊樹、 

 

84. チャネル構造を有する蛋白質の設計とリガンド結合評価、 

右近卓也、水野稔久

第４回バイオ関連合同シンポジウム、2010 年 9 月 24 日（大阪） 

、杉安和憲、竹内正之、出羽毅久、南後守、田中俊樹、 

 

85. 導電性高分子ナノ粒子の調製とその分光学的電気化学的機能評価、 

水野稔久

特定領域研究「高次系分子化学」第４回公開シンポジウム、2010 年 11 月 25 日（仙台） 

、右近卓也、杉安和憲、竹内正之、近藤政晴、出羽毅久、南後守、 

 

86. Preparation and Characterization of Designed Protein-Polythiophene Nano Composites,  

Takuya Ukon, Toshihisa Mizuno

4th International Workshop on Advanced Ceramics, 2010 年 12 月 10 日（名古屋） 

, Kazunori Sugiyasu, Masayuki Takeuchi, Takehisa Dewa, Toshiki Tanaka,  

 

87. 設計蛋白質を利用したポリチオフェンナノ粒子の創製、 

右近卓也、水野稔久

第２回公開シンポジウム、2011 年 2 月 4 日（東京） 

、杉安和憲、竹内正之、出羽毅久、田中俊樹、新学術領域研究「分子ナノシステムの機能創

発化学」 

 

88. 設計蛋白質-ポリチオフェン粒子コンポジットの調製とキャラクタリゼーション、 

右近卓也、水野稔久

日本化学会第９０春期年会、2011 年 3 月 26 日（横浜） 

、杉安和憲、竹内正之、出羽毅久、田中俊樹、 

 

9. ペプチド骨格を含むジェミニ型界面活性剤の新規合成と挙動評価、 

梅崎勝成、水野稔久

日本化学会第９０春期年会、2011 年 3 月 26 日（横浜） 

、山本靖、多賀圭次郎、出羽毅久、南後守、田中俊樹、 

 

90. 組み換え LH1 タンパク質を用いた再構成 LH1 型複合体の基板上への組織化、 

酒井俊亮、中川勝統、中島彩乃、飯田浩史、橋本秀樹、水野稔久

日本化学会第９０春期年会、2011 年 3 月 26 日（横浜） 

、田中俊樹、出羽毅久、南後 守、 
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